
事業名 推進方法 評価

令和６年度　高須地区福祉活動計画評価表

スローガン 地域の交流を促すために、地域の輪を広げる

重点課題 地域のふれあいの活動の機会を逃さず、活動につなげる

ブロック活動

Aブロック
「地域あいさつ運動」を各自治会において「交通安全街頭啓
発巡視」の日に合わせて実施し、あいさつや見守りの声掛け
を通して住民同士のコミュニケーションを図る。

○

Bブロック
あいさつ運動や 世代間交流を具体化し実現する。各自治会長
が集い話し合い、解決方法を見いだしてできることを実践し
て行く 。

△

Cブロック

自治会長や福祉関係の役員の連携協力を強化する。困りごと
を把握し、小さな助け合いにつなげる。心ある人の結集を図
り、具体的事例を共有し支援する。 ○

Dブロック

住民が孤立しないようつながりの機会をつくっていく。ラジ
オ体操、クイズ大会などの世代間交流イベントの確実な実現
を図る。

△

Eブロック

世代間交流のほか、ブロックの課題を見つけて活動につなげ
る。地域が広く、転入者も多いので、横のつながりを通して
地域の温度差を無くしていく。 ○

高須地区社協として ブロック活動と部会活動を合わせて　概ね実施出来た。 ○

現状及び今後の方針

ブロック活動

Aブロック

地域あいさつ運動
ハイキング大会
地域福祉懇談会

○地域あいさつ運動（原則として月１回）
・のぼり旗を掲げて、朝の登校時のあいさつと見守り活動を月１回行った。自
治会に呼びかけて、活動の輪を広げようとしたが、十分な協力は得られなかっ
た。
○世代間ふれあい交流～ハイキング大会～
・慎重にハイキングコースを選定した。（羽根谷だんだん公園スタンプラリー
コース）天候に恵まれて多く（89名）の参加者が得られた。普段会えない人
（大人も子どもも）が一緒に山歩きをしながら、話し合い、助け合いをして、
友達が出来なかよしになった。
〇地域福祉懇談会を５月と３月に実施して、地域の現状と問題点と課題につい
て話し合った。

Ｂブロック
あいさつ運動

○あいさつ運動（７/1～30、12/1～30）
のぼり旗を地域内に掲げて、住民に周知するとともに、あいさつする
こと（声掛け）を意識づけること。
〇世代間交流事業は実施できなかった。

Cブロック
あいさつ運動
世代間交流事業
福祉懇談会

○親子で地区内ピッカピカとゲーム
・世代間交流をめざして、ゲーム大会や体操を行った。多くのゲーム
を用意した。参加者は楽しむことができた。
〇あいさつ運動は各自治会で実施、全ブロック実施の期間に合わせて
行った。
〇懇談会は世代間交流事業の打合せ時に行った。



Dブロック
あいさつ運動
世代間交流事業
福祉懇談会

○あいさつ運動（9/1～12/31）（7/1～7/15）（12/1～
12/15）
例年通りの挨拶運動期間と地区社協の運動期間に実施下、特に今年は
小学校統合の為、学校付近での活動が多かった。
〇世代間交流事業
自治会数が多く（13自治会）まとまり切れなかったのが実情で残念な
がら実施できなかった。
〇懇談会は交流事業の打合せ時に行った。

Eブロック
あいさつ運動
世代間交流事業
福祉懇談会
広報紙の発行

〇あいさつ運動　（7/1～7/15）（12/1～12/15）
全ブロック実施期間に並行して実施。各自治会に実施方法は委ねた通
学路や集会所付近で実施。
○世代間交流事業
平原公園で盆踊り大会を実施。多くの参加者（約120名）があった。
地区社協のイベント部会との共催として開催した。子ども食堂とラジ
オ体操は残念ながら実施出来なかった。
〇地区懇談会は各事業打合せ時に行い、１２月には海津警察署から詐
欺や防犯、交通安全について講話とお楽しみ会を実施した。
〇その他の事業として「Eブロックだより」を３回発行した。

《評価》　○計画どおりできた　△計画の一部ができた　×計画どおりできなかった



令和６年度　高須地区福祉活動計画評価表

スローガン 地域の交流を促すために、地域の輪を広げる

重点課題
高須地区全体を見渡す視点で課題を見つけ出し、活動
につなげる

事業名 推進方法 評価

部会活動

総務部会
民生委員児童委員、福祉推進委員、自治会長に対しての学習
会（広報を兼ねる） △

防犯防災部会
防犯防災に役立つ活動、消防署員による講習（応急手当・仮
設トイレ・タンカー） ○

生活支援部会
①ちょボラ部との協力
②広域サロンの開催
③他の関連団体との連携

○

総務部会

拠点整備活動
あいさつ運動
スキルアップ活動

・再度、組織、規約の問題点の検討は来年度に持ち越す。（研究課題
として扱う）
・拠点が決定し、細目の取り決めができなくて、進行が遅れた。
・あいさつ運動強調月週間を設けて、７月と１２月に実施。
・小さな親切運動は５件ほど表彰する予定。
・役員の視察研修（実施できず）

イベント交流部会
地域の伝統行事に関する祭りの開催、夏祭りへのブース参
加。

○

ちょボラ部会 今年度の発足の為、まづは引継ぎと打合せ △

高須地区社協として ブロック活動と部会活動を合わせて　概ね実施出来た。 ○

現状及び今後の方針

部会活動

防犯防災部会

防災活動
防犯活動
交通安全への取り組み

・避難者カードを作成した。説明会やスマホの利用等を行い、最後に
スマホからプリントアウトをしてすべての手順を説明した。
・防犯活動としては、8月10日に海津警察署から詐欺や交通安全等の
講話とチラシの配布を行っていただいた。
・交通安全への取り組みとして、「安全運転自己診断」をスマホで
行った。

生活支援部会

コーディネーター会議
部会会議
広域サロン
子育て支援

・コーディネーター会議と部会会議を毎月開催、各種問題や実施方法
等の検討
・広域サロンは、「ひまわり」で7月27日と3月15日の２回実施。延
べ85名が集まった。
・子育て支援活動は残念ながら実施できなかった。



ちょボラ部会

役員会・部会会議の開催
民生委員・福祉推進委員と
の合同会議
ニーズの収集（アンケー
ト）
ちょボラ活動の実施

・役員会や部会会議を述べ９回開催し、活動の方法や新しいニーズ
（買い物）に対して打合せを行った。
・6月1日に合同会議を開催、協力を求めたところ、快い返事を頂い
た。
・ちょボラ活動は、ゴミ出し、照明器具の取り換え、ちょっと修繕、
庭木の選定、片付け、買い物代行、薬の受取等合計15件の活動を行っ
た。
・新しいニーズとして「買い物支援」事業に対して研究とアンケート
を実施した。

《評価》　○計画どおりできた　△計画の一部ができた　×計画どおりできなかった

イベント交流部会

お達者ですかいの開催
夏祭りの実施
伝統文化の研究

・市社協から事業助成を受け、「お達者ですかい」を11月23日に海
津総合福祉会館ひまわりで実施。61名の参加者で海津警察署員の講話
や、お食事会、お楽しみ会を実施した。2月28日は来年度に向けての
意見交換会（反省会）を行った。
・8月17日に夏祭りを平原サロンと共催、自治会、営農組合等の協力
をえて開催した。多くの反省点が見つかり、来年度へ持ち込みたいと
思う。
・伝統文化に関しては、国民文化祭を研究しようと考えたが、実施出
来なかった。海津の祭り等を研究する事も検討したい。


